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　我々のグループでは新しい有機金属化合物や配位
化合物の合成、構造、反応性および結合や電子状態
に興味をもち、研究を行っています。また、これら
金属錯体の研究に関連した典型元素化学に関する研
究も行っています。現在、①混合金属カルコゲニド
クラスターの合理的合成法の開拓、②金属錯体によ
る小分子活性化、③多核金属錯体の合成と反応性に
関して、以下の研究を進めています。

①金属カルコゲニド化合物は興味深い反応性、物性、
構造を示します。それらの機能が発現する機構を
分子レベルで理解することを目指し、多くの錯体
化学者により、様々な分子性金属－カルコゲニド
クラスターが合成されています。しかし、金属カル
コゲニドクラスターの合成で反応式から生成物を
予測することは困難であり、目的とした構造をも
つ化合物を合理的に構築する合成法の開発が、機
能性錯体を設計・合成するために求められていま
す。我々の研究室では、金属－硫黄クラスターを
自由自在に合成できる手法の開拓を目指し、反応
活性なケイ素－カルコゲン結合をもつシランカル
コゲノラート錯体に注目し、研究を行っています。
シランカルコゲノラート錯体はケイ素と親和性の
高い配位子をもつ金属錯体と穏和な条件下で反応
するため、異核金属カルコゲニドクラスターの合
成における有用な前駆体になると期待できます。
②金属錯体の反応性・物性の研究を進める際に、配
位子の設計・選択は非常に重要な位置を占めます。
我々のグループでは柔軟な構造をもつ多座配位子、

多様な酸化状態を安定化できるハイブリッド型配
位子、配位不飽和状態を安定化する嵩高い配位子
を設計し、それぞれの特性を活かした単核および
多核金属錯体の化学について研究を行っています。
特に、これらの金属錯体を用いた小分子（窒素分
子、一酸化窒素、一酸化炭素、二酸化炭素等）の
活性化を中心に研究を進めています。

　今後、周期表の全元素を対象に独自の無機化学を
展開していきたいと考えています。
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図１　シランカルコゲノラート錯体を前駆体とした方法
　　　で合成した異核金属カルコゲニドクラスター

図２　窒素分子の３重結合を切断する金属錯体




